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①　津波が起こる原因として正しいもの２つに○をつけましょう。
　（　）　暴風雨
　（○）　海岸付近の火山による土砂の大規模崩落
　（○）　海底で起こる地震
　（　）　山で起こる地震

②　津波の速さと水深の関係で、正しいもの２つに○をつけましょう。
　（○）　水深の深い所では、波が低くて速い。
　（　）　水深の深い所では、波が高くて遅い。
　（　）　水深の浅い所では、波が低くて速い。
　（○）　水深の浅い所では、波が高くて遅い。

③　平成23年３月11日に起きた東日本大震災では、津波によってたくさんの方が亡くなり、たくさんの「災害弱者」が犠牲となりました。次のうち、「災害弱者」と呼ばれるもの３つに○をつけましょう。　言葉の意味をしっかり押さえたい。
いざという時に、「災害弱者」にも気を配る視点をもつことが大切である。

　（○）　病気の人
　（○）　高齢者や幼い子ども
　（　）　情報を聞かない人
　（○）　日本語がわからない外国人

④　Bさんの家は海の近くにあり、海抜４ｍの所にあります。部活を終えて家に帰ると、おじいちゃんがテレビを見ていました。お父さんとお母さんはまだ仕事から帰っていません。しばらくすると、強い揺れを感じました。揺れがおさまった後、おじいちゃんは、「この地域には高い防潮堤があるから、避難しなくても大丈夫だ。」と言います。
この後、Bさんはどうしたらよいでしょう。正しいものに○をつけましょう。
　（　）　おじいちゃんを信じて、避難せずに家にいる。
　（　）　おじいちゃんを信じるが、心配だから津波が来ないか海を監視しに行く。
[bookmark: _GoBack]　（○）　おじいちゃんを説得して、一緒に避難する。
　（　）　近所の人の様子を見て、同じ行動をとる。　海抜４ｍを超える津波が来ることも予想されるため、すぐに避難することが必要である。その際、自分だけでなく、身近な人の命を守るために説得することも求められる。


☆　防災学習を通して思ったことや考えたことを書きましょう。



